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　平成28年度北秋田市学校支援地域本部事業の第２
回連絡協議会が、３月23日に市民ふれあいプラザで
行われました。
　この日は、平成28年度の事業報告を行ったほか、
秋田県教育庁生涯学習課社会教育主事の松橋亨氏よ
り平成29年度学校・家庭・地域連携総合推進事業に
ついての説明を受けました。
　また、参加した学校関係者、地域コーディネー
ターなど約40人が、これから地域と学校がどのよう
に関わり合っていくか、子どもたちにどう育って

いってほしいかなどの意見交換を行い、それぞれの
意見や思いを共有しました。

　今回で５回目となる「“Ｇちゃん” サミットin北
秋田市」が、３月26日に市民ふれあいプラザで行
われ、約200人が参加しました。
　事例発表では、合川小学校の６年生が昨年から取
り組みを始めた「合川小雅香（いぶりがっこ）作
り」について、代表６人が紹介したほか、交流ス
テージでは阿仁パーカッションサークル（近藤一雄
代表）による演奏が披露され、参加者も一緒にリズ
ムを取って楽しみました。
　また、秋田公立美術大学助手の田村剛氏による

ワークショップでは「語る」をテーマに参加者120
人と対話による考察を深めました。

　鷹巣小学校プール隣の学校敷地内に建設を進めて
いた「鷹巣小児童クラブ」が完成し、４月１日から
スタートしました。 
　児童クラブは、放課後の子どもたちの安全な生活
と遊びの場を提供し、健全な成長を育むため、開設
されています。この児童クラブ棟は、秋田県産の木
材をふんだんに使って、木の温かみを肌で感じられ
る建物となっています。
　この日は、児童クラブ棟の建設に携わった古河林
業㈱秋田工場から秋田杉を使ったオリジナルの積み

木が寄贈され、子どもたちは早速、木の香りと感触
を楽しみながら遊んでいました。

「支援」から「協働」へ「支援」から「協働」へ

　▲平成29年度の事業について説明を受ける参加者

活力ある地域づくりをめざして活力ある地域づくりをめざして

　▲合川小学校６年生の発表に耳を傾ける参加者

～北秋田市学校支援地域本部事業連絡協議会～

～“Ｇちゃん”サミットin北秋田市パート５～

がっこ

　▲寄贈された積み木を使って遊ぶ児童たち

～「鷹巣小児童クラブ」スタート～
元気いっぱい放課後の遊び場完成！元気いっぱい放課後の遊び場完成！
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５
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０
０
０
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６
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６
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８
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３
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０
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０
６
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２
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８
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３
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２
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前
回
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介
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形
石
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旧
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特
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な
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で
す
。
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と
な
る
原
石
・

礫
か
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打
ち
割
っ
た
や
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厚
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あ
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短
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よ
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欠
片
（
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刃
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（
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で
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端
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打
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欠
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丸

い
刃
部
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作
り
出
し
た
も
の
で
す
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さ
８
・
８
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で
す
。　

　
刃
の
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面
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較
的
鈍
角
と
な
り
、
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象
と
な
る
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の
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削
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用
途
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考
え
ら
れ
、
掻
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れ

て
い
ま
す
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ク
レ
イ
パ
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言
っ
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方
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分
か
り
易
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　
主
に
皮
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め
し
に
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わ
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と
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え

ら
れ
、
木
や
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製
の
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に
取
り
付
け
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獣
の
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の
内
側
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張
り
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い
た
脂
肪
や

た
ん
ぱ
く
質
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か
き
取
っ
た
も
の
と
想

定
さ
れ
ま
す
。

　
石
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は
、
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巻
い
た
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一
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で
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駈
け
巡
っ
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い
た
よ
う

な
イ
メ
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が
あ
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ま
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が
、
旧
石
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縫
製
し
、
実
用
的
で
機
能
的
な
衣

服
を
作
っ
て
い
た
も
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。 　

ま
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は
、
縄
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よ
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追
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で
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。
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は
、
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掻
器
な
ど
と
一
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つ
か
っ
た

黒
曜
石
の
分
析
か
ら
、
三
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の
異
な
る

産
地
の
黒
曜
石
が
利
用
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
分
か
っ
て
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ま
す
。
そ
の
う
ち
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は
、
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あ
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れ
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縄
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様

子
が
う
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が
え
ま
す
。
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介
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／
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た
え
ど
り

▲掻器（二重鳥Ａ遺跡出土）

れ
き

せ
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ら
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う
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ま
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シ
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ー
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Ⅸ

つよし


